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2025 年度正野賞の受賞者決まる  
 

受賞者 ：栃本英伍（気象庁気象研究所） 

研究業績 ：顕著現象をもたらす温帯低気圧の階層構造

と環境場に関する研究 

選定理由 ：中緯度の天気に多大な影響を与える温帯低

気圧についてはこれまで数多くの研究が行われて

きている．温帯低気圧には多様な形態があり，日本

でも梅雨期の豪雨の原因となる梅雨前線上のメソ

低気圧（以下，梅雨低気圧）や，冬季に短時間で発

達し暴風雪や高波を生ずる寒気内低気圧などにつ

いて、近年も活発に研究が行われてきている．栃本

氏は，このように多岐に渡る重要性を持つ温帯低気

圧（以後，低気圧と表記）および低気圧が関わる多

様なスケールの現象を対象に研究を行ってきた． 

梅雨前線上のメソ低気圧(BFD)を対象とした研究

では，数値シミュレーションによる事例解析や感度

実験を行い，低気圧の構造や発達機構、環境場の特

徴等を調べた（業績 1, 2, 3）．その結果、東経 140

度より西で最盛期を迎える BFD では潜熱加熱が重要

で，非断熱ロスビー波あるいは非線形 CISK 的な性

質を持ち、東西鉛直断面でのトラフの傾きが小さい

のに対し，東経 140 度以東で最盛期を迎える BFD は

湿潤傾圧不安定の性質を持ち，トラフは明瞭な西向

きの傾きを持つことを明らかにした． 

栃本氏はさらに，竜巻がしばしば低気圧の暖域で

発生することに着目し，水平スケール数 1000km の

低気圧の中で、数 10km スケールのスーパーセルが

生じ、さらにその中で直径 100m 程度の竜巻が発生

するまでの階層構造の解明を進めた．米国では低気

圧の暖域で竜巻が多数発生して大きな被害をもたら

す現象がしばしば見られるが，栃本氏は竜巻を伴っ

た低気圧を， 15 個以上の竜巻を伴ったもの（ OC: 

Outbreak cyclone）と 5 個以下しか伴わなかったも

の（ NOC: Non-outbreak cyclone）に分け，両者の構

造と環境場の違いを調べた．その結果，OC では対流

有効位置エネルギー（CAPE）やストームに相対的な

環境場のヘリシティ（SREH）などのスーパーセル発

生に適した環境パラメータが NOC に比べて有意に大

きいことをコンポジット解析で示し（業績 4），さら

に理想化数値実験により検証した（業績 5）．また栃

本氏は， Energy Helicity Index という指標に用い

られる CAPE にエントレインメントを考慮すると，

その分布が竜巻の発生位置とよく対応することを示
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した（業績 6）．栃本氏は同様の手法を用いて、日本

付近で竜巻をもたらす低気圧の構造と環境場の特徴

も明らかにした（業績 7,8）．日本では米国で発生す

る藤田スケール 4 以上の激しい竜巻の発生記録がな

いが，栃本氏はその要因として，日本は粗度が小さ

く地表面加熱が緩やかな海洋に囲まれているため，

低気圧の暖域における CAPE や SREH が米国に比べて

小さいことを突き止めた．この業績が評価され、栃

本氏は 2018 年に気象集誌論文賞を受賞した（業績

7）． 

栃本氏は竜巻の発生機構に関する研究において

も優れた業績を有している．2015 年 9 月に弱い低気

圧の東に位置する対馬海峡で発生した漁船の海難事

故について，その原因をレーダー観測と数値シミュ

レーションにより調べた結果，これまで世界で報告

されていないタイプのメソβスケールの渦状擾乱

（メソβ渦）に伴って複数の竜巻状渦が発生し，被

害が起きた可能性を指摘した（業績 9）．さらにアン

サンブル予報実験や感度解析により，強いメソβ渦

を生じる低気圧の環境場の構造と特徴を明らかにし

た（業績 10）．栃本氏はまた，「準線状の対流系の中

央部に伴う竜巻」の再現実験に世界で初めて成功し，

周囲の鉛直シアと地表付近の摩擦による水平渦度が

竜巻の回転の源であることを示した（業績 11）． 

これら一連の研究が評価され，米国気象学会の創

立 100 周年記念の「激しい対流現象に関する解説」

に共著者として参加した（業績 12）ほか，カナダの

大気海洋学会誌の特別号において竜巻の発生環境場

に 関 す る総説論文の執筆者 に抜擢さ れ た （ 業 績

13,14）．近年も，低気圧の多様な特徴に関する最先

端 の 研 究 で 成 果 を 着 実 に 挙 げ て い る （ 業 績

15,16,17,18）． 

このように栃本氏は，顕著現象をもたらす多様な

温帯低気圧に関する研究から先駆的な竜巻研究に至

るまで，幅広いスケールの現象に関して独創的かつ

世界的にも優れた研究を行ってきた．以上の理由に

より，栃本英伍氏に 2025 年度正野賞を贈呈するも

のである． 
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